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【大学の勤き 】
部局長の交替等
（新任）
附属図書館長

万波通彦附属図書館長の任
!VJ 出j fに伴い， その後任とし
て菊池光造経済学研究科教授
（経済動態分析専攻比較制度・
政策講座担当）が4月l卜！附 � 
J瓜凶f'干館長に任命された。 イモ 園田園圃且 K.l
期は平成12�三3月31 nまでで
ある。

総合人間学部長

三好郁朗総合人間学部長の
任期満了に伴い， その後任と
して林 背介総令人間学部教
J受（」左礎科学科11然構造基礎
論詰IA�担当）が4月I Fl総合
人川学部長に任命された。 任
期jは予成12年3月31日までで
ある。

文学研究科長・文学部長

喜志哲雄文学研究科長・文
学部長の任期満了に伴い， そ
の後任として興膳 宏文学研
究科教授（文献文化学点攻11-1
国語学・中国文学講座担当）

が4月l口文学研究科長－文
学部長に任命された。 任期は
平成11年3 J-J 31 l:Iまでである。

教育学研究科長・教育学部長

上杉孝賓教育学部長の任期
満了に伴い， その後任として
竹内 洋教育学研究科教授
（教育科学専攻教育社会学講座

担当）が4月1 日教育学研究
科長・教育学部長に任命され
た。 任期は平成12年3月31日
までである。
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経済学研究科長・経済学部長

野j幸正徳経済学研究科長・経
i庁学部長の任期満了に伴い， そ
の後任として渡遁 尚経済学研
究科教授（経済動態分析専攻比
較制度・政策講座担当）が4川 � 

1 11経済学研究科長・経済学部 一ー

長に任命された。任期jは平成11
年3月31日までである。

農学研究科長・農学部長

占j宰 巌農学研究科長 ・ 農

学部長の任期満f lこffい， そ
の後任として宮崎 昭農予研
究科教授（ 応 用 生 物 科 学 専攻

部長に任命された。任期は手
成12年3 rJ31日までである。

化学研究所長

新庄輝也化学研究所長の任
期満了に伴い， その後任とし
て， 杉浦幸雄化学研究所教授

（生 体 反 応 設 計 研究部1111 犯と�）
が4 JJ 1 H化学研究所長に任
命された。 任期は、ド成12年3
) j 31 日までである。

エネルギ一理工学研究所長

東 邦夫エネルギ一理工学
研究所長の任期満了に伴い，
その後任として井上信幸エネ

ルギ一理工学研究所教授（エ

r－； ’I ' 
l� •. 

わレギ一生成研究部門担当）
�が4月1 日エネルギ一理工学

研究所長に任命された。 任期
は平成12年3月31日までであ
る。
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数理解析研究所長

薪藤恭司数理解析研究所長
の任期満了に伴い， その後任
として森 正武数理解析研究
所教授（応用解析第二研究部
門担当）が4月1 日数理解析 �
研究所長に任命された。 任期
は平成12年3月311三｜までであ
る。

東南アジア研究センタ一所長

坪内良博東南アジア研究セ

． 
ンター所長の辞任に伴い， そ
の後任として立本成文東南ア
ジア研究センター教授（社会
生態 研究部門担当）が4月1
日東南アジア研究センタ一所
長に任命された。 任期は平成
12年3月31日までである。

放射性同位元素総合センター長

武部 啓放射性同位元素総
合センタ一長の任期満了に伴
い， その後任として寺島 泰

工学研究科教授（環境工学専
攻環境デザイン工学講座担当）

． が4月l日放射性同位元素総
合センター長に任命された。
任期は平成12年3月31日まで
である。

体育指導センタ一所長

宮崎 昭体育指導センター
所長の辞任に伴い， その後任
として三好郁朗総合人間学部
教授（国際文化学科言語文化
論講座担当）が4月1 日体育
指導センタ一所長に任命され
た。 任期は平成12年3月31日
までである。

』』
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超高層電波研究センター長

松本 紘超高層電波研究セ
ンター長の任期満了に伴い，
その後任として探尾昌一郎超

高層電波研 究セ ン タ 一教 授
（レーダー大気物理学研究部門
担当）が4月l Fl超高層電波
研究センタ一長に任命された。
任期は平成12年3月31日まで
である。

高等教育教授システム開発センター長

福井有公高等教育教授シス
テム開発センター長の任期満
了に伴い， その後任として梶
田叡一高等教育教授システム
開発センター教授（大学教授
法担当）が4月l日高等教育
教授システム開発センタ一長
に任命された。 任期は平成12
年3月31日までである。

（再任）
保健管理センタ一所長

森下玲児保健管理センター教授（内科学専門）が，
4月1 日保健管理センタ一所長に再任された。 任期
は平成11年3月31日までである。

大型計算機センタ一長

堂下修司工学研究科教授（情報工学専攻知能情報
学講座担当）が， 4月l日大型計算機センター長に
再任された。 任期は平成11年3月31日までである。

環境保全センター長

内本喜一朗工学研究科教授（材料化学専攻布機材
料化学講座担当）が， 4月1 日環境保全センター長
に再任された。 任期は平成11年3月31日までであ
る。

生態学研究センタ一長

和田英太郎生態学研究センター教授（生態構造研
究部門担当）が， 4月1日生態学研究センター長に
再任された。 任期は平成12年3月31日までである。
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平成10年度新たに発足する教育研究組織・施設について

平 成 1 0 年 度 か ら ， アジア ・ ア フ リ カ 地域研究研究

科 ， 情 報学 研究 科 （ いず れ も独立 研 究 科）， 再 生 医

科学研究所， 法学研究科法政 実務 交流 セ ン タ ー ， ウ

イ ル ス 研究所エイズ 研究施 設等が発足 した 。

（『京大広 報j No . 52 0 （’98年 1 月 号） 「平 成 1 0 年 度

国立 学校特 別 会計 予 算 内 示 （ 本 学 関 係 ） の概 要」 を

大学院法学研究科 附属法政実務交流センター

日 本社 会 の急激 な 国際化 と 高 度 化に伴 って ， 次 々

と 新 し い 法律 問 題が生 じ る と と もに ， 従来 の 行 政 ス

タイ ル の転 換が迫 ら れ ， 法律 実務や行 政実務は ま す

ま す複雑多様 化 し つ つ あ る 。 大学に お け る 法学 ・ 政

治 学 の 教育研究 も ， こ の よう な法 務 ・ 行 政の 変 貌に

対応すべ く ， そ の再編拡充が求 め ら れて い る 。

法 学 研 究 科 で は ， 平 成 4 年 の 大 学 院重点 化以降 ，

実務 と も積極的 な 交流 を は か り つ つ 専攻横断的 で先

端 的 な問 題領域に取 り 組 む 「 総什法 政分析 講座j を

増 設す る と と もに ， 高 度 の 専門 的 知識 を もち 総合的

な 分析 ・ 判断能 力 を そ な えた 職業人 の養成・再 教育

を目 的 と す る 「専修 コ ー ス J を 大学 院修 士課程に 設

け ， 大学 と社 会 と の交流 ・ 大 学 院 の 活性化 を めざ し

て きた 。 専修 コ ー ス で は ， 官公庁 ・ 企 業 ・ 法律 事務

所等 の在 職者 や社 会人 を 受 け入 れて ， 大学院学生 を

多様 化 し ， また ， 総合法政分析 講座 の裁判 法務・ 企

業法務 ・ 公 共政策 の各 分野に つ いて は ， 裁判 官や弁

護 士， 大蔵省 ・ 通産 省 職 員 を客 員 教授 な い し非常勤

講 師 と して任用 し ， 本研究科 の 関連 分野 の 教官 も 参

加 した授 業 を 開 講 し ， 共同プ ロジェ クト 的 な 教育研

究方式 を試み ， 実 務家 と 研究者 と の 交流 を 推進 して

きた。

本 年度 か ら法 学研究科附属施 設 と して 新設 さ れ る

「 法 政 実 務 交流 セ ン ター」 は ， こ の よう な 専修 コ ー

ス と 総 合法政分析 講座 の 数 年 間 の 運 用 経験 をふ ま え

て ， 実 務 と の 交流 を よ り 一層促進 し円滑 化す る と と

もに ， 専修 コ ー スに お け る 法務 ・ 行政に 関 す る 実務

志向型 教 育 研 究 を 充 実 す る こ とに よ って ， 広 く 法

学 ・ 政治 学の 教育研究の向 上に寄与 す る こ と を めざ

して い る 。

本 セ ン タ ー は ， セ ン タ ー 長 ， 教授 ・ 助 教授 ・ 助手
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な お ， 新 し く 発足 した 組織 の概 要 を 本紙で今後順

次紹 介 して い く 予定 で あ る 。

今回 は 「大学 院法学研究科附属 法政実務交流 セ ン

ターj を 紹 介す る 。

各l 名 の 専任 教官 お よ び実務 家 か ら任用 す る客 員 教

授 4 名 で構成 さ れ る小 規模 な も の で あ る が， 各 年度

ご とに 組織 す る 共同プ ロジ、エ クト の推進に 必 要 な非

常勤 講 師 や客 員 研究員 を 法曹界 ・ 行政 機関 ・ 企業等

の 実 務界 か ら委嘱 し ， 弾 力的 な組織 で活動す るこ と

に なる 。

本 セ ン タ ー の 研究活動 は ， 法学研究科教官や 関連

諸 機 関 ・ 組織 と の緊密 な連慌 の も とに ， 共同プ ロジ

ェ クト）J式に よ って ， 法律 実務 と行 政実務に｜期 す る

最 新の 問 題事例 を重点 的に取 り 上げて多面 的に 分析

し 総 合 的 な 対応策 を 検討 す る こ と を中心に 行 わ れ

る 。 こ の よう な 共同 研究に 基づいて ， 法務 ・ 行政に

関 す る実 務志向型 教育研究の技 法 ・ 教 材 な ど を開 発

し ， そ れ を 専修 コ ー スに お け る裁判 法 務 ・ 企業 法

務 ・ 公 共 政策 な ど の 分 野 の授 業に 活用 す る 。 また ，

法務 ・ 行政に 関 す る活 きた 実務情報 を 高 度 な技 法に

よ って 迅速 か つ 継 続 的に 収 集 ・ 処理 し ， 法 学 研 究

科 ・ 法学部 の教育研究に 必 要 な 実務情報の提供 お よ

び関連 機関 ・ 組織 と の 情報交換 ネ ットワー ク の 構築

も めざ して い る 。

初 年度 の 共同プ ロジェ クト と して は ，「 分権 化改

革 と 地方行革 」 と 「倒産 管財実務 と倒産 法改 正問 題」

を 予 定 して い る 。 前 者 で は ， 地 方 分権 推進委 員 会の

4 次に わた る改革勧告 と そ の閣 議 決定 を 受 けて 現在

進行中 の 分権 化改革に つ いて ， 省庁 別 の 分権 化作 業 ，

地 方自治 体側 の 対応 ， 分権 化後に 生 じ る 実務 上 の 諸

問 題 な ど を ， 元 地方向治 体職員 の客 員 教授 と と もに

調 査研究す る 。 後者で は ， 大型 の 企 業倒産 や消費者

破産 の増加に 対応すべ く 倒産 法の 全面改 正 が検討 さ

れて い る状況 をふ ま えて ， 倒産 管財人 と して の経験

豊富 な弁護 士 と倒産裁判 実務に も携 わ って い る裁判

． 

． 
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官 を客 員 教授に 迎 え て ， 実 務 上 の 問 題点 の 分析 と改

革 提言 を 行う 。 また ， 後 期 か ら は ， 特許庁 職 員 が客

員 教授に 加 わ り ， 知 的 財産 法に関 す るプ ロジェ クト

を 開 始す る 予定であ る 。

な お ， 本 セ ン タ ー 教官が本 年 度 専修 コ ー ス で 開 講

す る授 業 は ，「倒産 管財実務 と倒産 法改 正」 「裁判官

【部局の動き 】
事務局消防訓練行われる

春 の 火災 予防 期 間中 の 3 月 2 日（月） に 事務局消

防 計画に 基づく 事務 局 職 員 の防 火教育 及 び消防訓練

が午後 l 時3 0 分か ら約 3 0 分 間に わた り左 京消防署 の

指導 と 協力 を待 て 行 わ れた 。

訓練 は ， 総勢 1 5 0名 の 参加 の も と消防 車 3台 ， 屈

折 車 2 台 が出 動 し 事務 局 本館 2 階南側施 設部企画 課

事務室か ら の出 火 を想 定 し ， 施設 部 企 画 課庶 務掛大

山掛長 の 「訓練 火 事 で す J と の 通 報に よ り 始 ま り ，

通 報連絡 ， 初 期消 火， 避難誘導 ， 物品搬 出 ， 警備誘

導 ， 救護 等 の 一連 の 総合訓練 が行 わ れた 。

引 き 続 き ， 左 京消防署 員 の指導 の も と 応急 処置訓

練 が行 わ れた 。

1 998. 4 No. 523 

の判断 形成過程」 「民 事裁判 の 現状 と 課題J 「我 が国

の 財政 ・ 金融 の 現況 と 問 題点j「自治 体経営」「 行政

改革 の 実施 と 経済 政策」「知 的 財産 と 国 際貿易」 等

で あ る 。

（ 大 学 院法学研究科）

（経理部）

． 京都大学電子図書館システム披露式聞かれる

本学附属 図書 館 で は 3 月 2 1::1 （ 月） 午後 3 時 よ り ，

I 階メイ ン ・ カ ウ ン タ一 前に設 置 したサイ バ ー ・ ス

ペ ー ス を 会場に 電子 図 書 館シ ス テ ム の披露式 を挙 行

した 。 学外か ら は ， 文 部 省 や近畿 地 区 国 立 大学図書

館 か ら の 招待 者 ， 学 内 か ら は ， 総長 ・ 事務局 長 を 始

め ， 附属図書館商 議 員 な ど多 数 の 教職 員 の 参加 を得

て ， 盛 大に催 さ れた 。

披露 式 で は ， 万波 通彦附属 図 書 館長 の 挨拶に 続 い

て林 一夫 文 部 省 学術 国 際局 学 術 情 報課 長 ， 長尾

員 総 長 の祝辞 ， 続 い て 電 子 図 書 館プ ロジェ クト を

推進 し て い る 学術情報セ ン タ ー ， 奈良 先端 科学技 術

大学院大学， 筑波 大学か ら の祝辞 がマ ル チ ・メ デ ィ

アシ ス テ ム を使 っ て ス ク リ ーン 上に映 し出 さ れた 。

つ い で ， 万波 館 長 ， 林課長 ， 長尾総長， 黒川 征 事

477 

務 局 長がテ ープ カット を 行 い ， 電子図 書 館サー ビ ス

開 始 を祝 った 。

また ， 新 しく稼働 を 始めた 電子図書館シ ス テ ム の
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デモ ン ストレーショ ン が行 わ れ ， 附属 図 書館 が， 画

像 データ ベ ー ス と し て 所蔵 し て い る 貴重 資料 の 国宝

「今昔物語 集 （鈴鹿 本 ） 」 や重 要 文 化 財「 古今 集註J

（ 古今和歌 集 ） 等 や ， 学内 研究室向 け に 情報配 信 し

て ゆ く 電 子 ジャ ーナ ル やCD-ROM 文 献 情 報 等 が ，

画面 展 開 と し て具体的 に紹介 さ れ た 。
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附属図書館 で は ， 今 後 と も 資 料電子化 に積極 的 に

取 り 組み ， 情報発信の内 容 を 充実す る こ と ， お よ び

学内利 用 者へ の効 果 的な情報配 信 の内 容 を 構築 し，

迅速 か つ 的 確 な 情報 提供サー ビ ス を 実施す る こ と を

目 標 に ， 図 書館機能 の 高度 化 を目指す 予 定で あ る 。

（附属 図書館）

寄附講座「エネルギ一社会システム計画（関西電力）講座」の設置

平 成 1 0年 2 月 2 日 ， 大学院エ ネ ルギ ー 科学研究科

に寄附講座「エ ネ ルギ一社 会シ ス テム 計画 （ 関西 電

力 ） 講座」 が設置 さ れ る こ と に な っ た 。

概 要 は 次 の と お り で あ る 。

1 . 部 局 名 大学院エ ネ ルギー 科学研究科

2. 名 称、 エ ネ ルギ一社 会シ ス テム 計画 （ 関

西 電力 ） 講座

3 . 寄 附 者 関西 電力株 式会社

取締役社 長 秋 山 喜久

4 . 寄附金額 総額 l 億 2千万円 （一括 ）

5. 設置期 間 平 成 10年 4 月 1 日 ～ 平成 13年 3月

31 日 （ 3年 間 ）

6 . 担 当 教 員 教授相当 宮沢 龍雄

7. 研究目 的

助教授相当 雷 明

「 経済 ・ エ ネ ルギー ・ 環境 」 のト リ レ ンマ の 中

で の 電気エ ネ ルギ ー の需 要 と供給 の あ り 方 を， 地

域共生型エ ネ ルギ一社 会シ ス テム のふ さ わ し い あ

り 方 と し て 構想 し ， そ れ を社 会 に普 及 さ せ る た め

に は ど の よう な ア プ ロ ーチ を と れば よ い か を具体

的 に 提言す る こ と を主 た る目 的 とす る。 学術的 に言

えば ， エ ネ ルギ一社 会シ ス テム の 新 た な 総合計画 手

法の確立 に向け て の教育 研究 を主 た る目 的 とす る 。

8 . 研究内容

社 会シ ス テム の 総合計画手法 に 関す る 基礎的 研

究 を 行う と と も に ， 「経済 ・ エ ネ ルギ ー ・ 環境 」

のト リレ ンマ 問 題克服 の た め の 地域共生型エ ネ ル

ギ一社 会シ ス テム の 総 合計 画 手法 を 明 ら か に し ，

さ ら に こ れ を社 会 に 提言す る た め の 情報 ネットワ

ー ク技 術 を 用 い たコミ ュニケ ーショ ン 手段 を 創 出

す る 。

9 . 研究課題

( 1 )  地域共生型エ ネ ルギ一社 会シ ス テム 総 合計 画

法 の 理論 的 枠組み の 創 出

(2)  近畿 地 方 の 電気エ ネ ルギ ー需給 形態 を具体的

対象 と し たエ ネ ルギ一社 会シ ス テム モ デ ル の 構
鋭
フ守之

(3)  情報 ネットワ ー ク技 術 を 用 い たソーシャ ルコ

ミ ュニケ ーショ ン 手法 の 創 出

（大学院エ ネ ルギ ー 科学研究科）

総合情報メディアセンターのオープニングセレモニー

総 合情報メ デ ィ アセ ンタ ー で は ， 新シ ス テム の 本

格運用 の 開 始 を 記念 し て ， 去 る 3 月 20 日 に オ ー プニ

ン グセレ モニ ー を 行 っ た 。 当 日 の午 前 中 は あ い に く

の雨模様 で あ っ た が， セレ モニ ー の 開 始時刻 に は雨

も あ が り 60名以上 の 関 係 者 の 出 席 の も と ， 銘 標 設置

式 ， デモ ン ストレ ーショ ン ， 記念式典 及 び祝賀 会 を

行 っ た 。

最初 のイ ベ ント で あ る銘 標 設置 式 で は ， 高 為重
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文 部 省 大臣 官房審 議 官 ， 長 尾 鹿 総長 ， 黒川 征 事

務局 長 及 び富団長治 総 合情報メ デ ィ ア セ ン タ ー 長が

楽友 会 館 の正面に 「総合情報メ デ ィ ア セ ン タ ー ・ オ

ープ ン スペー ス ラボ 」 の銘 標 を 設置 し た 。 引 き 続 き ，

楽友 会 館 ・ オ ープ ン スペ ー ス ラボに お い て デモ ン ス

トレ ーショ ン を行 い ， セ ン タ ー 全体の概 要 ， 情報メ

デ ィ ア 環 境 の 提供 方 法 ， 教 材 作 成支 援 の 方 法 ，

CALL （計算機支 援型語 学教育） シ ス テ ム 及び:VOD

（ビ デ オ ・ オ ン ・ デマ ンド ） シ ス テ ム を紹介 し た 。

つ い で ， 医 学部に 設置 さ れ て い るサ テ ライト 講義

室に 場所 を 移 し ， 記念式典 を 開 催 し た 。 まず ， 長 尾

総長の式辞に 続 き ， 高審 議官か ら ， セ ン タ ー の 今後

の 活動に 期待 す る旨 の祝 辞があ り ， 更に ， 衛星 回線

（ スペ ー ス コ ラボレ ーショ ンシ ス テ ム ） 及 び学 内 の
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KUI NS- II A TM 回 線 を 用 い てメ デ ィ ア 教育 開 発 セ

ン ター （千葉 市 ） か ら坂元 昂 所長 の祝 辞が あ り ，

最 後に富 田 セ ン タ ー 長 がシ ス テ ム の概 要説明 を 行 い

式典 を 終了 し た 。 式典 終了 後医 学部サ テ ライトj寅習

室 の見 学 会 も併 せ て 行わ れ た 。

さ らに ， 芝蘭 会館に お い て祝賀 会 を 行 い ， 黒川 事

務 局 長 の 挨拶 の あ と ， 元 大型計算機 セ ン タ ー 長 の清

野 武 名 誉教授 の 発声に よ る乾杯 の 後 ， 懇談に 移 っ

た 。 ま た ， 東 京大学教育用 計 算機 セ ン タ一 所 長 の 武

市正 人教授， 元情 報処 理教育 セ ン タ ー 長 の矢島情三

名 誉教授 よ り 激 励 と 期待 の 言葉 があ り ， オ ープニ ン

グ セレ モニ ー を 終了 し た 。

（ 総 合情報メ ディ ア セ ン タ ー ）

ベンチャー ・ビジネス ・ ラボラトリー主催講演会の開催

平成 9 年 3 月竣 工 の 「京都大学ベ ン チャー ・ ビ ジ

ネ ス ・ ラボ ラト リ ー （VBL ） 」 は ， 学 内 外に聞 か れ

た 全学の教育 ・ 研究施 設 と し て ， 将来の産 業 を支 え

る 基盤技 術 で あ る 研究 開 発プ ロ グ ラ ム の推進 と ベ ン

チャー 精神に富む 創 造 的 人 材 の 育成 を目 的 と し て 本

格 的 な 活動 を 始め て い る 。 特に ， 大学に おけ る 研究

成巣 の社 会への還元シ ス テ ム を 構築 す る 上 で も ， 知

的財産権 （ 特許 ） の取 り 扱 い が重 要で あ る と の認識

か ら， VBL で は 平 成 9 年度教育改善推進 費 （学長裁

量経費 ） に よ るプ ロ ジ ェ クト 「次世代 の産 業創成教

育 と産 学連携 研究シ ス テ ム の 在 り 方に 関 す る 調査研

究」 の 一 環 と し て ， 一連 の講演 会（ 勉 強 会 ） をBVL

セミナ一室に お い て 学 内 の教官 ・ 学生 だ け で な く 学

外 の方 々に も公 開 し て 開催 し た 。

まず ， 平 成 9 年1 2 月 1 日に は林 和弘文 部省 学術

国 際 局 研究助成謀研究協 力室 長に「 大学に おけ る 知

的 財産権 の取 り 扱 い とTLO (Technology Licensing 

Organization ） 機能j の 演 題 で ， 世界に おけ る日本

の 大学の位 置づけ と 各大学が今後取 り 組むべ き 課題

に つ い て（ 写真参照 ） ， 平 成 10年 2 月 1 8 日に は 本 部

和彦 通商産 業省産 業 政策 局産 業技 術課長に「 大学等

技 術移転促進法案に つ い て 」 の 演 題 で ， 今 国 会 で 成

立 予定 の 標 記法律 の詳 し い 内容 お よ び大学に お け る

TLOシ ス テ ムに つ い て ， さ らに 日 高賢治 通商産 業

省 特許庁 情報流通部長補佐に「 大学に お け る 知 的財

産権 管理の あ り 方J に 関 し て 講演 を し て頂 い た 。 一
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方 ， 今後検討すべ き連携 研究体制に｜謝 し て ， 3 月 4

日に徳 本洋志 通商産 業省産 業技 術融 合領域研究所主

席 研究官に 「産 官学 アト ム テ ク ノ ロ ジープ ロ ジェ ク

ト とSPM技 術 の 役割j ， お よ び松下 電器産 業（槻客 員

の河｜｜｜奇達夫 氏に 「 日 本 の産 学連携 の 謀題一半導 体分

野 を例 と し て－ J ， さ らに翌 3 月 5 日に は スイ スナト｜

立 工 科 大 学 の 教 授 でIntegrated Syste ms 

Engineering AG の社 長 で も あ るWolfgang Fichtner 氏

に「Co m mercia lization of U niversity Research­

Inside Experience on CAD Area - J と いう 演題 で

具 体例 を 紹 介 し て頂 い た 。 講演 会 は いず れ も 40 ～ 60

名 の 参加者 があ り ， 関心 の 強 さ と熱気 が感 じ ら れ た 。

こ れ ら 講演 の詳 し い 内容 も 含め ， 第 2世紀 を歩 き 始

め た 本学 の あ り 方への提言 は 前述プ ロ ジ ェ クト 報告

書 と し て 5 月に は公表 さ れ る 予定 で あ る 。

（ ベ ン チャ ー ・ ビ ジネ ス ・ ラボ ラト リ ー ）
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・長l��..L�詰Fil長芭ヨr牽ヨ富島�J�U,i�：g9
平 成 10年 3 月 4 日

京都大学の環境保全への取り組みについて（その2)

環 境 保 全委 員 会

ごみ焼却処 理に お い て 発生す る ダイ オキシ ン頬 等

の有害 物 質排 出 量の低減 ， ごみ排 出 の抑制 と資源 の

有効利 用 は ， 地球環境 を ま も る重 要 な 課題 と なっ て

い ま す 。

実験 系 の廃棄 物 を 集積 す る 場所に つ い て も ，早急に，

安 全性 と 環境衛 生に配慮 し た 保管場所の 確保が必要

で あ り ま す 。

学内 で焼却炉 を どう し て も 使用 し な け れ ばな ら な

い 場 合 は ， 焼却炉 の 高性能 化 を 図 り ， 非意凶 的に 発

生 す る ダイ オキシ ン 類 の 発 生 を抑制 す る た めに排煙

分析 を 行う等 適正 な 管理 を 行う 必要があ り ま す 。 環

境保全委 員 会 で は ， 環境 保全 セ ン タ ー の協 力 の も と ，

ダイ オキシ ン 類 の排 出濃 度0. lng T EQ/ m3以下 を目

標 基準値 と 設定 し ， 本 学 の 環境 保 全の基 本方針 と し

て い ま す。

ま た ， 今年 4 月 か ら ， コピーm 紙 は令 て再 生紙 を

使 用 す る こ とに な り ま す が， 両面 コピー の励 行 ， 芹

特に ， 大 学に お け る 環境問 題への取 り組 み は ， 研

究 ・ 教育 機関 と し て の立 場 か ら社 会に貢献 す る こ と

が望 ま れ て お り ま す 。 本学で は ごみ焼却処 理に か か

る排煙 等に よ る 環境汚染 の危険 性 を 深 く 認識 し ， 原

則 と し て小型焼却炉 の使用 を休廃止 す る こ と を 決定

い た し ま した 。 こ の こ とに よ り ， こ れ ま で研究， 教

育 ， 医療 等 で 発生す る廃棄 物 は 学内焼却炉 で処 理 し

て お り ま し た が， 今 年 4 月 か ら は ， 感染 性廃棄 物 ，

化学薬品 の付着 し た廃棄 物 等 の 外部委託処 理が適当

で な い も の を除 き ， 廃棄 物 の処 理 を 原則 と し て 外部

委託 す る こ とに な り ま す 。 ま た ， 学 内 か ら 発生す る

紙 の分別同収 資源 化 の促進 ， 機密 書 類 の密封阿 ． 
収 ・ 資源 化等（『 京大広報.］ No. 520 「 京 都 大 学 の 環

各 部 局 長 殿

境 保全 へ の取 り 組 みに つ い て （ そ の 1 ) J 記 の 1 .

1 ） ～ 4 ） 参照 ） の 環境負荷低減 の推進にー屑 の ご

協 力 を お願 い し ま す 。

（以下に 関 係通知 を掲載 し ま す 。）

7 0 9 1 - 3 

平 成1 0年 3 月 4日

京 都大学事務 局 長

黒 川 征

小型 の焼却炉 で の ごみ処 理に伴う処 置等に つ い て（ 通 知 ）

標 記の こ とに つ い て ， 平 成 9 年 10 月 31 日 付 け文 体学 第292号通知「 学校に お け る ごみ処 理に 係 る 環境衛 生 管

理 の徹底 等に つ い て 」 で お願 い し て い る と ころ で す が， 本学 と し て は ， 小型 の焼却炉 で の ごみ処 理に伴う有害

物 質 の排 出 等 ， 環境 保全に配慮 し安 全性の 確認 が な さ れ な い限 り ， 原則 と し て 使用 を休廃止 す る こ と を ， 去 る

3 月 4 日 の 環境保全委 員 会に お い て 決定 い た し ま し た 。

貴 部局に お い て も ， 環境衛 生管理に 万全 を 期 し て ， 速 や かに 外部委託処 理等， 適正 な ごみ処 理の推進 と ， ご

協 力 を お願 い い た し ま す 。

な お ， 感染 性 の廃棄 物 ， 化学薬品 の附着 し た廃棄 物 等 ， 外部委託処 理が適当 で な い も の の処 理に つ い て は ，

下記の と お り 取扱う こ と と し ま す。

併 せ て ， 本 学 は「 京都市ご、 み減 量推 進 会議」 の 会 員 事業 所に 加 入 し て お り ま す の で ， 別添 の秘密 書 類 リ サイ

ク ル事業に も 各部局 で積極 的 な利 用 を お願 い し ま す 。

不詳 の点 があ り ま し た ら 施 設部 企 画 課 ま で お 問 合せ願 い ま す 。

記

0 感染 性廃棄 物 ， 化学薬品 の附着 し た廃棄 物等 を 学 内 で焼却処 理す る 場合

大気汚染防止 法等に 基づ く ダイ オキシ ン 類 等 の排 出規制 は ， 年 々厳 し く な る の で ， 当面 ， 学 内 で焼却処 理
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す る 部局 は ， 至急 に ダイ オ キシ ン 類 の排 出濃 度 を 測定 し ， 環境保 全委 員 会へ測定記録 を 報告 す る も の と す る 。

問 委員 会 は ， 一定の 基準 を超 え た焼却炉 の使 用 に つ い て ， 環境保 全 セ ン タ ー の 協 力 の も と ， 当該 部 局 に改善

の指導 を 行う 。

各 部 局 長 殿

小型 の焼却炉 で のご み処 理 に つ い て

施 設部長

7 0 9 1 - 2 

平 成 10年 2 月 5 日

安 部 矩 敏

． 標記 の こ と に つ い て は ， 平 成作附 3 1 日 付け文 体学第292号で 「学校 に おけ るご み処 理 に係 る 環境衛 生管 理

の徹底 等 に つ い て」 （ 別添 参照 ） の 通 知 があ り ， 現在 ， 環境保 全委員 会 に お い て 本学 で の処 理方針の検討 を行っ

て い ま す の で ， 決定次第直ち にご連絡 い た し ま す。

． 

文 部省 通達 で は ， ダイ オ キシ ン 類の有害 物 質 を排 出 す る小型焼却炉 の使 用 規制 を 行う よう ， 各学校 に 要請 がな

さ れ て い ま す が， 本学 に おけ る感染 性廃棄 物 及 び， 実験 等 で排 出 す る可燃 物 の処 理 に つ い て は ， 学内処 理が一部

必要であ り ま す。 こ の場 合 は ， 大気汚染防止 法 に 基づく ダイ オ キシ ン 類 の排 出 規制 の た め ， 適正 な焼却炉 を使 用

す る 必要が生 じ ま す。 こ の点 に つ い て も処 置方法等 に つ い て ， 追 っ て連絡 い た し ま す の でご 留意く だ さ い 。

同 委 員 会 で は ， 小型焼却炉 の使 用 を 原則 と し て休廃止 す る こ と と し ， 本年 3 月 に は ， 小型焼却炉 で のご み処

理 に つ い て結論 を 得 る こ と に し て い ま す 。

つ き ま し て は ， 貴 部 局 に お か れ ま しで も ， ご み の処 理方針等 に つ い て ， 検討方 よろ しく お願 い し ま す 。

文 体 学 第 292号

平成 9年10 月 31 日

文 部省 体 育 局 長

工 藤 智 規

文 部省高等教育局長

佐 々木 正 峰

文 部省 学術 国 際 局 長

雨 宮 d同t こi，、

学校 に おけ るご み処 理 に係 る 環境衛 生管理の徹底 等 に つ い て （ 通 知 ）

学校 に おけ るご み処 理 に係 る 環境衛 生 管 理 の徹底 等 に つ き ま し て は ， 「学校環境衛生 の 基準 」 及 び「 学校 に

おけ るご み の処 理等 に つ い て J （ 平 成 9年 7 月 23 日 付け 9体 学 第58号文 部 省 体育 局 学 校健康 教育課長 及 び大臣

官房文 教施 設部指導 課長通 知 ） に 基づ き ， ご み の減 量化や校内 に おけ る焼却処 理 の抑制 ・ 廃止 等 に努 め る よう

お願 い し て い る と ころ で あ り ま す が， 小型 の焼却炉で、 のご み処 理 に伴う ダイ オ キシ ン 類 等 の有害 物 質 の排 出 の

問 題 に 関 し て は ， 環境衛 生 上 の危倶 が高 ま り を呈 し て き て お り ， 科 学 的 知見 の 集積 の努 力 が進 め ら れ て い る も

の の ， 現段階 で は十 分 な 解 明 が な さ れ て い な い状況 に あ り ま す 。

こ の た め ， 各 都道府県 及 び市町村 教育 委員 会 に おけ る 学 校 のご み焼却炉 の使 用中止 に向け た取 り 組み の状況

等 に か ん がみ ， 今 後 は 下記 の 事項 に 留意 の 上 ， 学校 に おけ るご み処 理 に係 る 環境衛生 管理の徹底 等 に つ き遺漏
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の な い よう お取 り 計 ら い願 い ま す。

な お ， 都 道府県 知事 に あ っ て は 所管 の私立 学校 に 対 し ， 都 道府県 教育委 員 会 に あ っ て は 貴 管 下 の 市町村 教育

委員 会等 に 対 し て ， こ の趣旨 を周 知徹底 さ れ る よう お願 い し ま す。

日己
1 ご み に つ い て は ， 適切 な処 理方 法 ， 資源ご み の リ サイ ク ル の 内容 に 応 じ 的確 な 分別 収集 を 進 め る と と も に ，

教職員 ・ 児童 生徒 等 を 含め 学校全体が環境保全 の重 要性 を 認識 し ， 不 用意 なご み の排 出 の抑制 や資源 の有効

活用 を図 り つ つ ， ご み の減 量化 を な お一 層促 進す る よう ， ご み の排 出 ， 処 理 に 関 す る指導 に努 め る こ と 。

2 学校 に おけ るご み焼却炉 （ 4 に該 当 す る 場合 を除く。 ） に つ い て は ， ダイ オ キシ ン 類 等 の有害 物 質 の排出

に 対 す る安 全性 の 確認が さ れ な い限 り は， 原則 と し て使 用 を取 り や め廃止 す る こ と 。

た だ し ， 離島 ， 山間部等の地理的 な状況 や 関係 地域 の廃棄 物処 理施 設の整備状況 等 に よ り門校 で の焼却処

理のほ か， 代替措 置 に よ る こ と が著 しく困難 で あ り ， や む を 得ず 校 内 で焼却処瑚 を行う 場合 に は ， 関係 機 関

と 調整 の 上 ， 焼却炉 の取 り扱 い に十分溜意 し ， 環境衛 生管理 に 万全 を 期 す こ と 。

3 学校のご み に つ い て， 校内 で の焼却処 理か ら 校外 の 回 収へ の 移行 が速 や か に 行 え る よう ， 地方自治 体 の 関

係 部 局 に 対 し 必 要 な 要請 を 行う など十 分 に 調整 を図 り つ つ ， 学校 に おけ るご み処 理 に係 る 環境衛 生管理の徹 ． 
底 に努 め る こ と。

（ な お， 別途 体育局学校健康 教育課長及 び大臣 官房 文教施 設部指導 課長名で、厚 生省 生活衛 生局水道環境 部環

境整備課 長 あ て に ， 学 校 のご み の処 理 に 対す る 協 力 に つ い て 通知 し て い る こ と を 申 し添 え ま す。 ）

4 な お ， 「 大気汚染防止 法施 行令 （昭和 43年政令 第3 2 9 号 ） J 及 び 「廃棄 物 の処 理 及 び清掃 に 関 す る 法律施行

令 （附和 46年政令 第300号 ）」 上規制 の 対象 と な る規模 のご み焼却炉 に つ い て は ， 使 用 を取 り や め廃止 ， も し

く は 法令 に 基づく 適切 な排 出抑制措 置 を 講ず る こ と。

参考1

厚 生省 生活衛 生局

水道環境 部環境整備 謀長 殿

写

9 体 学 第 84 号

平成 9年1 0 月3 1 日

文部省体育局 学校健康 教育課長

佐 々木 順 司

文部 省 大臣官房 文教施 設部指導 課長

吉 沢 晴 行

学校のご み の処 理 に 対す る 協 力 に つ い て （依頼 ）

学校 に おけ る 適正 なご み の処 理 の推進 に つ き ま し て は ， 平 素 か ら格段 の御 高配 を賜 り ， 深く感謝 申 し 上げ ま

す 。

さ て ， 今般， 小型 の焼却炉 で のご み処 理 に伴う ダイ オ キシ ン 類等の有害 物 質の排 出 の問 題 に 関 し て は ， 環境

衛 生 上 の危倶 が高 ま り を 呈 し て き て お り ， 科学的知見 の 集積 の努 力 が進め ら れ て い る も の の ， 現段階 で は十 分

な 解 明 が な さ れ て い な い状況 に あ り ま す。 こ の た め， 学校のご み焼却炉 に つ い て は ， ダイ オ キシ ン 類 等 の有害

物 質 の排 出 に 対 す る安 全性 の 確認が さ れ な い限 り は ， 原則 と し て使 用 を取 り や め ， 廃止 す る よう 各学校 に 対 し

要請 す る こ と と い た し ま し た。

つ き ま し て は ， ご み の 適切 な処 理が図 ら れ る よう ， 一般廃棄 物 を 行う 市町村等へ の周知 方 よろ しく お願 い し

ま す。
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参考 2

「大気汚染防止法施行令」及び「廃棄物の処理及び清掃に関する法律施行令Jにおける廃棄物焼却施設に係る

規定について

0大気汚染防止 法施 行令

1 大気汚染防止 法附則 第 9 項 （指 定物 質抑制 基準 ） の 規定 に 基づ き ， 大気汚染防止 法施 行令 の 一部 を改 正 し ，

次 のこと を 定め る 。

( 1 ） 法附則 第 9 項 の指定物 質と し て ， ダイ オキシ ン 類 を指 定す る 。 （施 行令附則 第 3 項）

( 2 ） 法附則 第 9 項 の指 定物 質排出施 設と し て ， 製鋼 用 電気炉 及 び廃棄物焼却炉 を指 定 す る 。（施 行令附則

第 4 項 及 び別 表 第 6 ) 

( 3 ） 施 行期限 を平成 9 年 1 2 月 1 日と す る 。

2 排出 基準 は ， 大気汚染防止 法附則 第 9 項 の 規定 に 基づ き ， 環境庁 告示 に よ り 定め ら れ る 。 （ 下 表 参照 ）

0廃棄物 の 処理 及 び清掃 に 関 す る 法律施 行令

1 廃棄物 の 処分等 の 基準と し て ， 廃棄物 を焼却 す る 場 合 に は ， 厚生省令 で定め る 構造 を有 す る焼却 設備 を 用

い て ， 厚生 大臣 が定め る 方法 に よ り焼却 す る こと を 定め る 。 （施行令 第 3条 第 2 号イ ）

2 設置 に 際 し許可 が必要 な廃棄物 の焼却施 設 の範囲 に つ い て 1 日 当 た り の 処理能 力 が 5ト ン以上 の も の か

ら ， 1 時 間 当 た り の 処 理能力 が200 kg以上 ま た は 火格 子面積 2 m2以 上 の も の へ引 き 下げ る。 （施 行令 第 5条

第 l 項並 び に 第 7条 第 3 号， 第 5 号， 第 8 号 及 び第1 3号 の 2 )

3 設 置 に 際 し許可 が必要 な廃棄物 の最 終処分場の範囲 に つ い て， 面積 の要件 を撤廃 す る こと 。 （施行令 第 5

条 第 2 項及 び第 7条 第 14号）

4 施 行規則 の構造基準 及 び維持管理基準 を改 正 す る 。

5 規制 対象と な る焼却施 設 に つ い て は ， ダイ オキシ ン 類 の排出抑制 の ため に 「構造基準」 に 定め ら れ た 所 要

の 設備 を備 え るとと も に ， 「維持管理基準 」 に 定め ら れ た焼却 方法 に よ り 基準 （ 下 表 参照 ） に 定め ら れ た

数値以下 に排出濃 度 を抑制 す る 。

［表］ダイオキシン排出濃度基準

基 i十{II」

処理能力 既 号H又IL 

新 設
l：年後まで l～5年後 5年後以降

4 t/h以上 O.lng/m3 lng/m3 

2 t/h～4 t/h lng/m3 
濃度基準の

80ng/m3 5ng/m3 適用の 猶予
2 t/h未満 5ng/m3 10ng/m3 

（注） 1 ng : 10億分の 1 g 
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あ る が， 本 学 の 前述 の講義前 のア ン ケ ート の 一 部 に

こ の 質 問 を 行 い ， 同 時 に 本 人 が行 っ て い る 運動 の 内

容 を 記載 し て も ら っ た。 別 表 2 にそ の 内訳 を載 せ る

と ， や は り 運動 を週 3 回以上精力 的 に 行 っ て い る 者

の 充足感 は 高 く ， そ れ な り に 精神 的 な安定性 は あ り ，

週l 回程 度 の 運動習慣者 よ り有意 にそ の 数値 が高 い

こ と が限 ら れ た 数 の デー タ な が ら認め ら れ た 。 一方，

面白 い こ と に ， 全 く 運動 と いう も の に 関心 の な い グ

ル ー プで は ， 精神的 充足感 に ば ら つ き があ り ， 気 に

な る の は 一 部非常 に 充足 度 の低 い 例 が こ の グ ルー プ

に 入 っ て い る こ と で あ る 。昨今 の 学生生 活 もストレ

別表1

各項目をよく読み，あなたにあてはまる場合は（ ） 
内にO印を， そうでない場合は×印をつけて下さ

い。

（ ）私は栄養のある食事をとっている。

（ ）私は自分の食事に満足している。

（ ）私は夜すぐ寝つける。

（ ）私は健康である。

（ ）私は自分の容姿に満足している。

（ ）私は自分の持っている衣類に満足している。

（ ）私は十分な医療を受けている。

（ ）私は家事や仕事をすることに満足している。

（ ）私は人に好かれるタイプだと思う。

（ ）私の生活にはユーモアがある。

（ ）私の生活は喜びに満ちている。

（ ）私の趣味は広範囲にわたっている。

（ ）私はレジャーを楽しむことに満足している。

（ ）何かを決定するときは私自身で決める。

（ ）他人の異なった意見を聞く耳を持っている。

（ ）ある程度努力すれば到達できる目標を持って

いる。

）新しい異なった経験を通じて生活の幅を広げ

ている。

）．一人になリたいと思ったとき一人になれる場

所がある。

）自由時間に行う活動が十分にある。

）私は朝起きるのがつらくない。

）私はスマートな体型である。

）私はアルコールに頼る傾向はない。

〉私は煙草に頼る傾向はない。
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ス が多 く ， 問 題 はそ れほ ど単純 で は な い に しろ ， こ

れ ら の学生達 が講義 を 聴 い て 運動 を 少 し で も 始め

て く れ れ ば， 少 し はそ の 精神生 活 に も良 い影響 があ

る の で は な い か と 期待 し た い と ころ で あ る 。 又 ， こ

の グ ル ー プの 中 で も ， 充足度 の 高 い ， 精神 的 に非常

に健康 な 学生達 も ， 体力 と いう も の が若 さ に支 え ら

れ て い る こ と を 自 覚 し て ， 運 動 の楽 し み も味わ い ，

そ の 充足度 を更 に増 し て く れ る こ と を ， 最近 に な っ

て 体力 の衰 え を 自 覚 し 出 し ， 若 い 時代 か ら の 運動習

慣 の な い こ と を悔 い て い る 者の 一 人 と し て ， 老婆 心

なカf ら間ケめ る と ころ で あ る 。

別表2 運動回数と精神的充足度

25. P<O目05一ー一一寸

． ． 
充20

． ． 足 ． 
度 ． 
I頁1 5 ． 
目 ． 
数 ． ． 
23 1 0  ． ． 
I頁
目 ． 
中
� 5 ．， 

。
週3回以上 週2回 週1 回 なし

運動回数（週あたり）

（保健診療 所 武曾恵理）
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平成 9 年度京都大学後援会助成金交付者一覧

京都大学後援会助成事業検討委 員 会で決定 し た 平成 9 年 度 第 1 類 （ 匡｜ 際交流事業 関 係 ） 助 成 金交 付 者 は ， 第

l 種 （ 海外派遣 ） 40名 ， 第 2 種 （海外か ら の 学者招 へ い ） 10名 ， 第 4 種 （大学行政上 の 渡航） 6 名 で ， そ れ ぞ

れ次の と お り で あ っ た 。

1 . 第 1 類第 1 種 （ 海外派遣研究 員 ）

本学教官 （ 若 手研究者 ・ 国 際研究集 会 に あ っ て は ， 大学 院博士後 期 課程学生 を 含 む 。 ） が専攻す る 学問 分野

等 に つ い て 調 査研究 の た め ， 海 外 に 派遣 さ れ る 場 合 に ， 助 成 金 （ 往復航空賃 及 び滞 在 費 ） を 交付 す る も の で ，

派遣 区 分 は ， 若 手研究者 ・ 長期 ( lo カ 月 ） ， 若手研究者 ・ 国際研究集会 及 び 1 カ 月 で あ る 。

派遣区分 所 属 部 局 等 職：｛＇，等； 氏 r, 主 な 訪問機関 . llil 等
研 究 題 ｜ ｜  
（医l 際 研 究 集 会 等 ；？＇， ）

総 合 人 間 学 部 助教授 奥 田 敏 広 ミ ュ ン ヘ ン 大 7・ ト ー マ ス ・ マ ン に お け る 同性愛 と 反 フ ァ シ
（ ド イ ツ 述邦 共 和 I &:I ) ズ ム 運動 に ｜刻 す る 研究

工 ご，'J'乙． 研 究 科 助教授 永 持
ニ ュ ー キ ャ ス ル 大学 組合せ 最 適 化 lffl泌 を 解 く ア ル ゴ リ ズ ム に 関

長期 （ オ ー ス ト ラ リ ア ） す る 研究

！有 カ リ フ ォ ル ニ ア大学 )JI!齢性黄斑変’｜ソ｜：症 と 脈絡朕 I血管新�t に ｜刻 す保 健 エ：1人4シ 療 月？ 助 手 板 谷 正 紀 デュ ヒーニー1m研究所
（ ア メ リ カ 合衆 凶 ） る 研究

理 学 Wf 究 手十 助 教授 杉 山 直 イ ス フ エ ル 第 8 阿 マ ー セ ル グ ロ ス マ ン 会議

Jヰ
理 学 石万 q九" 科 助 手 本オ千ミ三 4口斤 チ ェ コ 共 和 国 第 3 阿 世界l随虫両被類学会議
医 学 fiJf J" し 科 助 手 松 吉 徳 久 フ ラ ン ス 共 和 国 第10同マ ウ ス ゲ ノ ム 同｜際会議

国
薬 学 11庁 ク:t"E 手中 助 手 栃 倉 匡 文 ア イ ル ラ ン ド 第 101111 マ イ ナ ス 鎖 ウ イ ル ス ｜玉｜際 会議

I�告
薬 三t子三4 石�f 究 科 助教授 金 子 周 司 ア メ リ カ 合 衆 国 北米神経科学会第27 四 年 会
薬 寸，，，.ー 1iJf ’；九一 科 助 手 砕j 雅 文 ア メ リ カ 合 衆 国 北米 ·till経科学会第27 四 年 会

イiJf 工 寸』£」． 初f 先 科 講 師 ネIll 野 郎 夫 ド イ ツ ）！！［ ）：R 共 和 国 第 7 lul 低 温 検 出 諒 困 際 ワ ー ク シ ョ ッ
手 フ

究 工 ザλ主よ」 研 3山t. 手十 助 手 藤 本 健 治 ア メ リ カ 合 衆 国 第36 回 米 l玉｜屯気電子学会 意思決定 と 制御
に 関 す る 会議

工 学： 研 究 科 助 手 司王 III f!Jf 一 マ レ シ ア 化学工学 ・ 地球 シ ン ポ ジ ウ ム ’ 97
集 工 》ヱF4 自芳 叩oil. 手↓ 助 手 中 健 介 大 韓 民 同 第 5 回 環 太 平 洋 両 分子 会議

研
良 学 研 究 手ト 助 手 鈴 木 秀 之 ア メ リ カ 介 衆 国 第 17回国際生化学 ・ 分子生物学会

必て民〉、 1襲 学 研 究 キヰ 助 手 二 ＇；じ且一 ・ [I( オ ー ス ト フ リ ア 第 6 回 世界家台遺伝育種学会
エ ネ ル ギー 科学研究科 助教授 萩 原 瑚 ）JI! フ ラ ン ス 共 和 l "-1 第 9 回層 間 化合物同際会議

教 第 9 回 国 際 木 材 及 び パ ル ピ ン グ 化 学 会本 質 科 学 研 究 所 助教授 梅 i幸 俊 ｜列 カ ナ ダ
議

官
防 災 fiJf 究 所 助 手 徐 主青 亮 中 華 人 民 共 和 ｜玉｜ 現在の地殻変動 と 災害経減 に 関 す る 同 際 シ

)" し ン ポ ジ ウ ム

ウ イ ル ス 研 究 所 助教授 村 上 洋 太 ア メ リ カ 合 衆 同 1997年 コ ー ル ド ス プ リ ン グハ ー パ ー 研究所
学術集会 「真核細胞のDNA複製」

理 ＇＋・ 研 究 科 博士後期 l 年 酒 井 啓 江 シ ン ガ ポ ー ル 共 和 国 第 5 回 国際植物分チ生物学会

理 学 初f 究 科 博上後期 l 1f 川 方 祐 員I] ア メ リ カ 合 衆 国 第36同 ア メ リ カ 合 衆 回 岩 石 力 学 シ ン ポ ジ ウ
ム

者
ア メ リ カ 人 工 ！践 者在 学 会 第 4 3 四 年 次 総医 A→ヱz一． M 究 科 博士後期 2 年 山 本 恭 通 ア メ リ カ 合 衆 国
辺：L、ζ 

大｜究子 楽 寸戸ゐ日 石耳 究 手十 博士後期 3 年 水 上 i紫 ア メ リ カ 合 衆 国 北 米 神経科学会第27 四 年 会
工 寸＝ニa． 研 先 手十 博士後期 l 年 菅 版 昌 信 カ ナ ダ 第 191 回屯気化学会集会d三

1997年宇宙太陽発電衛星 に 関 す る 同際会議工 寸ρzー． 石先 究 科 簿士後期 l 年 三 i11J 健 史 カ ナ ダ
(SPS’ 97) 

工 寸戸Zー．ー 研 究 本卜 簿上後期 2 年 玉 城 亮 大 韓 民 国 第 5 回 環太平洋高分子会議
；�主 学 初f 究 科 博上後期 3 年 Parnpai Rangsun ア メ リ カ 令 衆 国 第24 四 国 ｜努）Jモ移十rli学会
人 間 ・ 環 境 学 研 究 科 博土後期 l 年 河 井 frjl 介 イ ン ド 一般相対論 と 亙 ）J に 関 す る 国際会議

490 

． 

． 



． 

． 

京大広報 1 998. 4 No. 523 

派遣l又 分 所 属 高II J.,J l[il\-: 名 氏 4〆1 主 な 訪問 機関 ・ 凶等
初1 究 題 I I  
( 111 I際 研 究 集 会 等 名 ）

総 合 人 li\J ’T 部 教 J受 岡 本 美 彦 ベ ル リ ン 「I f並 大 学 タ ブー 訴の え； 化 的 ・ 社 会 的 背景 に 関 す る 研
（ ド イ ツ 述fll 共和 国 ） 究

総 合 人 間 学 部 教 授 ，，可 l協 常 記 ベ ル リ ン ｜メi 占 館 等 ベ ル リ ン ・ ト ル フ ァ ン ・ コ レ ク シ ョ ン i英語
（ ド イ ツ 述 J:llJ毛布l 同等） 文」？の研究

文 ，竺一,. fiJf ラb 手＋ 助教授 佐 々 木 ｛散 ノ ツ ア イ ン ガ ム 大学
Wilkie Col l ins に 関 す る 研 究()1!合王国）

教 育 q· 部 教 授 江 原 武
- カ ＇） 7 ォ ルニ7k学パー ？ レー位等 ア メ リ カ に お け る 大学改革の現状 と 課題 に

（ ア メ リ カ 合衆 国 ） ｜却 す る 研究

経 i斉 学 ｛リf 究 科 教 段 錨 j也 光 ili ロ ン ド ン 大 学 等 欧 州 述 合 （EU） に お け る 労使 関 係 の現状
（ 辿 合モ 国 等 ） と 研究動向 に ｜刻 す る 誹j を

r'rr ，・と／： 仰f 先 干＋ UJ1 T 高 岡 正 志 ロ ス ア ラ モ ス ド｜立研究所 乱流坊 の 構造 l刻 数 と i品情造 に よ る 間 欠 性 に

1 カ Jl （ ア メ リ カ 合衆 国 ） I刻 す る 研究

1与え 守二 。f 究 平I· UJJ 手 岡 崎 俊 印j デ ュ ー ク 大 学 等 ア ポ ト ー シ ス に お け る ス フ イ ン ゴ脂質 の シ
（ ア メ リ カ 合衆同等） グ ナ ル 伝達 に ｜渇 す る 研究

[ 学 研 究 平I· 助 手 松 m 知I h比 ニ ュ ー ヨ ー ク 州 立大学 環境汚染物 質の発械 リ ス ク 評価の た め の 調
（ ア メ ＇） カ M'l< I剖） 査 及 び基礎研究

，こ子,.,. 初f 究 干I· 助 手 瀧 川 敏 tr. シ ュ ツ ッ ト ガ ル ト 大学
架橋治i分 r系の微小変形領域での）J学栄助

（ ド イ ツ J1! f-ll JHII I玉｜ ）

人 文 科 学 研 究 所 助 手 森 本 法 ＇t. フ フ ン ス ｜五｜ 立 ｜立I ，号館
ポ ー ル ・ ヴ ァ レ リ ー と 同時代思惣

（ フ ラ ン ス J�.fn l玉｜ ）

エ ネ ル ギ－FP:工’y：研究所
マ y ク ス プラ ン 7 ・ プ ラ ズマ

プ ラ ス マ 閉 じ 込 め装i百E に お け る 周 辺般1易機
助教授 ;j( 1J,1 τ＂ 物理学研究所J' 

（ ア メ リ カ 合衆 国 ）
造の実験的評価法 に ｜芸j す る 研究

室 長 悠i 研 究 所 助 手 ij1 村 {1j1 シ ン ガポ ー ル 大学等 組織I.kl 子 に ｜泊 す る 分 f紺l胞生物学的研究
（ シ ン ガポ ー ル 共和同等）

2 . 第 1 類第 2 種 （ 海外 か ら の学者招 へ い ）

海外 か ら 学者 ， 研究者 を 本学 に 招 へ い し ， 学術活動 の 発展 を 図 る と と も に ， 本学 と の 共 同研究の基礎 を 固 め

る た め ， 助 成 金 （ 往復航空賃 及 び滞 花 費 ） を 交 付 す る も の で ， 招 へ い 区 分 は 若 手研 究 者 ( 10 カ 月 ） 及 び一般

( 1 カ 月 ） で あ る 。

区 分 受 人 吉［I J"J .j{jへい学：お名 国 （地域） ：？＇， ・ 所属機関 ・ 職 r, fiff 究 題 日

医 学 研 究 科 1 \ 1  市 呆 大 憐 民 ｜匝［ . 健 ｜五！ 国 立 衛 星 研 究 哨乳類 の 正常 お よ び異常形態形成 メ カ ニ ス
所 ・ 研究u ム に 関 す る 研究

才干 千 人 !Ill ・ 環境学研究干｜ Sanjay Puri イ ン ド ・ ジ ャ ワ ハ ル ・ ネ ー ル
研究 .ff 大学 ・ 准救援

非平衡系 の動）J 学 に 関 す る 研究

化 学 研 究 所 Andrey Gennadii ロ シ ア i主 主｜； ． ロ シ ア 大 学 化学 立体不斉変換 の 両手 主 的制 御 に 関 す る J,['.. rrJ 微
Galkin 音［I ・ 研究μ 生物学的 ・ タ ン パ ク 質工学的研究

総 合 人 間 学 部 金 珍 英 大嶋民間 ・ 延 世大学 ・ 助教授
「 プー シ キ ン と 東洋j に 関 す る 研究 を 手がか り

に し た 日 慨 に お け る ロ シ ア 文学受谷の 影響比較

文 学 研 究 科 Siao - chen HU 台 湾 ・ 中 央研 究 院 中 国 文 学哲 清 代 の Mt り 物 と 次性文学 に ｜渇 す る 研究
学研究所 . J.!:IJ研究員

理 学 研 究 科 Albert R Young ア メ リ カ 介 衆 ｜五［ . プ リ ン ス ト 超流動ヘ リ ウ ム を 利 用 し た 光 ポ ン ピ ン グ と
ン 大学 ・ 助教疫 そ の応 川 に I到 す る 研究

市立 ＃！ 学 研 究 科 Ivar R¢nnestad ノ ル ウ ェ － "E l五｜ － ベ ル ゲ ン 大 ヒ ラ メ 及 びオ ヒ ョ ウ の 初期］ 個 体 発生 に お け
学動物学研究所 ・ 助教授 る 生地活性物質の動態

人 間 － 環境学研究科 Avraham Wachman イ ス ラ エ ル 同 ・ イ ス フ エ ル 工 イ ス ラ エ ル と 京都 に お け る 幾何学的建築形
科大学 － 教J支 態の比較研究

胸 部 疾 忠 研 究 所 Roland Maclean 連 合 王 凶 · E 立 ブ ロ ン プ ト ン
間 質性肺疾患の病態 に ｜刻 す る 研究du Bois 病院呼吸 総 平｜ ・ 主任教授

防 災 研 究 所 Andrew Hofmeyr 南 ア フ リ カ 共和 問 ・ ウ イ ッ ト ウ ォ 構造物の終局挙動 に ｜渇 す る 理論的お よ び数
ー タ ー ス ラ ン ド大学 ・ 上級講師 値解析的研究

491 



京大広報 1 998. 4 No. 523 

3 . 第 1 類第 4 種 （大学行政上 の渡航及 び大学 間協定校 と の 交 流 ）

総 長 及 び総長が大学行政上特 に 必 要 と 認め た 者 の 海外渡航 に 対 し ， 助 成金 を 交付す る も の で あ る 。

所 属 . �itt 名 氏 名
波 航 口 的 問

t な 訪問機関 派 )Jl ｜ ｜  自ヲ
（ 地 域 名 ）

タ イ ヱ｜玉｜ ？？サー ト k字？ ふュ7日ン コ ン 大学． タ イ ・ イ ン ド ネ シ ア の ，·.＇.�等教育 及 び学術交流
総 長 Jj：♂ 十J 4行 よ； イ ン ド ネ シ ア 共 和 カ七サー ト貯， ；－カル9 · ii/ J 7  に 関 す る 調査， 並 び に バ ン コ ク ・ ジ ャ カ ル タ

｜孟｜ 町東南7ジ了間究七ン ト総事務所等 の JR I朽 ア ジ ア研究セ ン タ ー 述絡事務所視察

京 市 ア ジ ア 研 究 セ タ イ E国 17サー ト 貯守 千ュ？ロンコ ンk字， タ イ － イ ン ド ネ シ ア の高 等教育 及 び学術交流
ン タ ー 坪 1人1 良 博 イ ン ド ネ シ ア 共 和l 力士サー トk'f：， ジャ古川 バン コ ク に 関 す る 調1t， 栓 ひ・ に バ ン コ ク ジ ャ カ ル タ
r�r 長 ！亙l 円京市7 ジ了間究セン ト遺品事務高等 の東南 ア ジ ア研究セ ン タ ー 述絡 ’F務所視察

工 学 研 究 科 illi項科学技術大ザ：， 車車
韓 同 で ｜持Jill： さ れ る ＊ ア ジ ア 研究 大学:iili {i"第

教 授 曽 lli: 11＇〔 弘 大�'fl，＼民l卦 凶 科 学技 術 先 端 研 究
総 長 特 別 補 佐 所， l五｜ 、t ソ ウ ル 大学

3 同 年会 に総長代型J! と し て 山 町

プ・ 割1
大韓民国

ロ ッ テ ホ テ ル ， h
W1 学 課 上 村 IV] 児 汚 レ ー ル ウ ェ イ ス 日 本留学 フ ェ ア 参 加
!fl. /"] 員 台湾 ア ー ン ヨ ン

1.1!: t量 部 J七 点 国 際 会 議 セ ン 京都 大学総長 に Mi� i し ， IJ 中 医学協 会党学金10
t\f. 務 謀 -J, 井 3も i jr 華 人民共和 ／Ii] タ ー ， i占 禁 大 学 ， 周 年記念行事 に 州市， ·iii. び に 中 華 人民共和｜五｜ に仁Z

干必 占 控ト 長 Jヒ五〔大学： お け る 高等教育 及 び、学術交流に 関す る 調査
I：！� 務 告II 北 京 fl<:］ 際 会 議 セ ン 京都大学総長 に 随行 し ， 1 1 '11医学協会奨学金10
P<I 際 交 流 需品 J# [Li i支 r /t 1罪 人民共和問 タ ー ， i庁 準 大 学 ， 周 年，］［＇.念行事 に LL\ 附 ， ！iii. ぴ、 に 中 華 人民共和 ／Ji／ に
｜ 正｜ ｜努 企 阿 11r l{ J ヒ ぷ 大 学 お け る 高等教育 及 びγ戸初：f�どiifi'. に 関 す る 謝 資

包民講座 】
京都大学春秋講義 （春季講座） の開講

本学で は ， 財 団 法 人京 都 大学後援 会 の協 力 の 下 で ， 平 成 10年度 は 下記の と お り 「 京 都大学春秋講義 （ 春季講

座 ） J を 開 講す る 。

本学教職員 並 び に 学生 に つ い て は ， 各 講義 と も 特 別受講枠 （無料） 30名 を 設 け て い る の で ， 受講希望 者 は 所

属 部局 の事務担 当 掛へ 申 し 込 む こ と 。

日己

大月 曜講義 （ 5 回 シ リ ー ズ） テ ー マ 『現代社会の諸問題j

｜苅 講 日 講 日市 ア てr

5 J J 18 日 文学研究科教授 加 藤 ｜尚 武 子育 て の倫理学

5 J J  25 n 生態学研究セ ン タ 一 教綬 平日 田 英太郎 地球環境 と そ の 時空 ／Ill

6 JJ l 口 教育学研究科教授 辻 本 雅 史 江戸か ら 見 た教育問題の現住

6 }j 8 1 1  医学研究科教撹 j青 野 予谷 現代社 会 と 疾病

6 月 1 5 11 経済学研究科教授 山 本 裕 美 現代 ， ，， 国 の経済改 ·W と 社会変容

，頁ー且乙ー ・ 貝 150名
受 講 料 各講義 1,0001'-J 
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女水曜講義

開 講 日 議 師 ア
一

てr

5 )1 20 1 1  理学研究科教授 藤 吉 好 則 蛋 白 質 の 機能 を 観 る

5 ) J  27 11 文学研究科教授 南 川 高 志 古代 ロ ー マ 人 の娯楽 と 生 き がい

6 月 3 口 情報学研究科教授 石 田 � ノ す ー チ ャ ル コ ミ ュ ニ テ イ

6 月 10 日 医学研究科教授 三 好 功 峰 ア Jレ ツ ハ イ マ ー 病 の は な し

6 月 17 日 ア ジ ア ・ ア フ リ カ 地域研究研究科教授 太 出 ー3と二 現代社 会 の 牧 畜 社 会

，疋�. 員 各講義 150名

受 講 料 各講義 1,000円

． 0 会 場 法経第二教室

． 

0 時 間 午後 6 時30分 ～ 8 時

O 受講資格 は 問 わ な い 。

0 申 込み ・ 問 合せ先 総務部研究協力 謀研究協 力 掛 （ 内線 204 1 )

総合博物館公開講座
「や さ し い量子化学 ： 福井理論 と 現代の化学 」

ノ ー ベ ル 賞 に 輝 く フ ロ ン テ ィ ア 軌道理論 を は じ め と す る 福 井謙一博士 の 業績 と ， そ の ヒ に 開 花 し た 今 日 の 化

学 の 発展 に つ い て ， わ か り や す く 講義 し ま す 。

下 記 要 領 で 公 開 講J坐 を 開 催 し ま す の で ， 受講希望者 の 方 は お 申 し 込み く だ さ い。

1 . 期 間

2 . 時 間

3 . 場 所

4 . 定 .w 
5 . 受 講 料

6 . 申 込方法

記

平 成 10年 4 月 18 日 ・ 25 日 ， 5 月 2 日 . 9 日 （ 各土曜 日 計 4 回 ）

各 国 午後 1 時30分 ～ 午後 4 時00分

総合博物館 3 附講演室 （ 百万遍下がる 東 側 。 自 家用 車 に よ る 来館 は ご遠慮 く だ さ い 。 ）

60名

5,400円 （ 全 講義 を 通 し て の受講料で す 。 納 め ら れ た 受講料 は 返 金 出 来 ま せ ん 。 ）

現金書留 又 は 受講料直接持 参 に よ り お 申 し 込み く だ さ い。

現金書留 の 場 合 は 下記の も の を 同 封 し て く だ さ い 。

1 . 受講料a

2 . 住所 ・ 氏 名 ・ 年齢 ・ 職業 ・ 電話番号 を 記 入 し た 用 紙 （ 形式 は 問 い ま せ ん 。 ）

3 . 返信用封筒 （表側 に 宛 名 ・ 郵便番号 を 記 入 し 80円切手 を 貼 っ て く だ さ い 。 受講証 ・ 領収

証等 を お 送 り し ま す 。 ）

7 . 持参の場合の受付時間 平 日 ： 午前10時 ～ 午後 4 時

8 . 申 込期 間 3 月 1 6 日 （ 月 ） ～ 4 月 1 1 日 （ 土 ）

9 . i寅題 及 び講 師

4 月 18 日 〔量子化学が解 き 明 かす化学反応〕 工学研究科教授 藤 本 博

原子 ・ 分子 は 正電荷 を も っ 陽子 と ， 負 電荷 を も っ電子 か ら な り た っ て い ま す 。 原 子 ・ 分 子 の 化学反応経路

を 決め て い る 電子の は た ら き は ， 量子化学 の 考 え 方 に も と づ く コ ン ビ ュ ー タ 計算 に よ っ て 予 測 で き ま す。
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4 月 25 日 〔 生 命 の も と で あ る タ ン パ ク 質 の は た ら き と か た ち 〕 工学研究科教授 森 島 高責
ヘ モ グ ロ ビ ン は ， 血液 中 で酸素 を 運ぶ タ ン パ ク 質 で 大変複雑 な 構造 を し て い ま す 。 こ の ヘ モ グ ロ ビ ン の 働

き は 電子が分子間 で 移動 す る こ と に よ っ て 説明 で き ま す 。 ま た ， そ の 構造 も 分子 内 の 電子が決め て い ま す 。

5 月 2 日 〔 オ ゾ ン 層 を 作 る 反応 ・ 破壊す る 反応〕 工学研究科教授 川 崎 昌 博

成層 圏 の 酸素分子の 光化学反応 に よ っ て 発生 し た 酸素 原 子 の 化学反応が， 地球 の オ ゾ ン 層 を 形成 し て い ま

す 。 し か し 逆 に 壊す化学反応 も あ り ま す。 こ れ ら の 化学 反応の 予 測 に は 量チ化学計算が役立 っ て い ま す。

5 月 9 i=I 〔応用 に つ な が る 理論 化学〕 工学研究科教授 山 過 時 雄

現代 の 化学工業 に お い て ， 新 し い 優れ た 性 質 を 持つ 新規材料の 開 発が切 望 さ れ ， そ れ に は 量－f-化学 の 考 え

方が大 き な 手助 け と な っ て い る ， ポ リ ア セ ン の 設計 か ら リ チ ウ ム 電池 の 開 発 ま で を 例 に し て 理論化学 を 講義

し ま す 。

10. 郵送先並 び に 問 い 合 わ せ先

〒 606 - 8501 京 都 市左京 区吉 田 本 町 京都大学総 合博物館 ft075 - 753 - 2721 ・ 3274

L話題 〕

京都地域留学生交流推進協議会総会を 開催

第 8 団 地域留学生交流推進協議 会総 会が 3 月 3 日 （ 火 ） ' 3 1 団 体52 名 の 委 員 及 び関 係 者等 の 参 加 の 下 ， 京 大

会館 で 開 催 さ れ た 。

長尾 真議長 （ 京 都大学総長） の 挨拶 の 後 ， 吉 田 規雄文部省学術国際局留 学生諜学部留 学 生係 長 か ら 文 部 省

所管事項 に つ い て 説 明 が あ っ た 。 引 き 続 き ， （ 財 ） 母 と 学生 の 会 「 国 際女子留 学 生 セ ン タ － J の 処遇 に 関 す る

報告 の 後 ， 留 学生交流モ デJレ 地域推進事業 （平成 10年度 新 規事業 ） の 取 り 組み に つ い て 承認 さ れ た 。

ま た ， 今 後 の 活動 方 針 に つ い て協議が行 わ れ ， ①奨学援 助 の 拡充 ， ②生活援助 の 拡 充 ， ③宿 舎確保 の 推 進 ，

④地域住民 と の 交流活動 の 推 進 ， の 4 つ を 本推進協議会 の 活動 方 針 と し て 継続 し て い く こ と を 確認 し た 。

推進協議会総 会終了 後 ， 懇談 会が行 わ れ留 学生交流 に 関 す る 情報交換が行 わ れ た 。
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【お知 ら せ 】

平成10年総合博物館春季企画展の開催

総 合博物館 で は ， 下記の と お り 脊季企画展 「福井謙一博士 ： そ の 人 と 学 問J を 開 催 い た し ま す 。 本学の教職

員 ・ 学生 は 無料です （ 職 員 証 ま た は 学生証 を 呈示 し て く だ さ い ） 。

戸】
－さロ

． 場

主

協

肝

控

室

f

dr

l
 

4 月 10 「｜ （ 金 ） ～ 5 月 23 日 （ 土 ）

火曜 H ～ 土曜 日 9 : 30 ～ 16 : 30 

（ 人館 は 閉 館30分前 ま で ， 円 ・ 月 ・ 祝 は 休館）

総合博物館 企 画 ・ 総合展示室 （ 1 F · 2 F) 

京 都大学総合博物館 ・ 京 都大学大学 院工学研究科 － 工学部

財 団 法 人 基礎化学研究所

期 間

開館 1 1 fl寺

． 

展 示 内 容

我が国 を 代表す る 科学者 の 一 人 であ る 福 井謙一博士 ( 1919 - 1998） は ， 本学工学部 ・ 工業化学科 を 卒業 さ れ

た 後， 教官 と し て 間 十 余年 に わ た っ て 本学 に お け る 教育 ・ 研究 に 尽 く さ れ ま し た 。 そ の 間 ， 触媒化学， 高分子

化学， そ し て 理論化学の分野 に 大 き な 足 跡 を 残 さ れ ま し た 。 と り わ け ， フ ロ ン テ ィ ア 軌道理論 を 創造 し た 科学

者 と し て ， 1981 年 に ノ ー ベ ル 化学賞 を 受賞 さ れ ま し た こ と は ， あ ま ね く 知 ら れ て い ま す 。

今春季展 で は ， 福 井 家 や 財 団 法 人基礎化学研究所の全面 的 な ご協 力 を 得 て ， 福 井博士の 人 と 業績 ， そ し て 博

士 の 理論が今 ［ ！ の 化学 の 発展 に 果 た し た 役割 な ど に つ い て 御 覧 い た だ き ま す 。 幼少の 頃 よ り の お 写真， 愛読書，

座 右 に 置 か れ た 分子軌道表， 愛 用 の万年筆， あ る い は 生淀精力 的 に ご研究 さ れ た こ と の 偲 ばれ る 絶筆原稿 な ど，

ゆ か り の 品 々 を 展 示 い た し ま す 。 さ ら に ， フ ロ ン テ イ ア 軌道理論 を は じ め と す る 業績 と ， そ の 上 に 開 花 し た 今

日 の 化学 の 発 展 に つ い て ， パ ネ ル そ の 他 を 使 っ て わ か り や す く 解説し 、 た し ま す 。

展 示 の 開 始 を 入学式の 日 に あ わせ ま し た の は ， と り わ け 新 入生諸君 に 一 人 の 人物 の 創 造 力 が， 科学 を 大 き く

発展 さ せ る 力 を 持つ こ と を ， 本 展 示 会で読み と っ て い た だ き ， 勉強の励 み に し て い た だ け れ ば と の 思 い か ら で

あ り ま す 。

な お ， 博物館 で は 同 時 に ， 常設展 「 日 本古代文化 の 展 開 と 東 ア ジ ア 」 「 日 本 の古文書」 を 開 催 い た し ま す。

（ 総 合博物館）
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福井謙一博士記念講演会
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福 井謙一博士 の学術業績 は ， 理論化学 を 中 心 に ， 有機化学， 高 分子化学， 触媒化学等 の 広 い 分野 に 展 開 し て

い ま す 。 博士の御研究内 容 を ま と め て ご紹 介す る 機 会 と し て ， 本講演 会 を 企画 い た し ま し た 。 博 士 の ノ ー ベ ル

賞受賞 に ， 直接つ な が っ た フ ロ ン テ ィ ア 軌道理論創 製 の プ ロ セ ス ， そ の 理論の 展 開 と 応用 に つ い て ， 若 い 世代

への提言 を 込 め て 講 師 の 先 生 方 に 講演 し て い た だ く 予 定 で す 。

ご来聴 を 歓迎 し ま す。

． 

京都大学大学院工学研究科 ・ 工学部

平成10年 4 月 1 1 日 （ 土 ）

午後 I 時 よ り 6 時 ま で

京都大学工学部 8 号館大会議室

入場 は 無料です。

催

時

月7

、
王

場

日

弘 評議員

虞 総長

憲 三 工学部長

時 雄 教授

貞次郎 名 誉 教授

博 教授

樹 教授

義 教授

信 名 誉教授

績 教授

nknド山肘ν卜M，ャ4J

重

釜
I=! 

田

尾

岐

違

津

本

藤

中

上

島

吉

長

土

山

米

藤

加

旧

武

森

（ プ ロ グ ラ ム ）

開 会 の 辞

挨 拶

挨 拶

福井先生 と そ の 学 問

フ ロ ン テ イ ア 軌道 理論 の 創 造

フ ロ ン テ ィ ア 軌道 理論 の 新 た な 展 開

反応経路理論 と 化学反応

理論化学 と 2 1世紀

福井先生 と の五十余年

閉 会 の 辞

． 
京 都 大学工学部 （ 分子工学）

福 井 謙一博士記念行事実行委員 会

(TEL 075 - 753 - 5546) 

市 バ ス 3 ・ 1 7 ・ 201 ・ 206系統百万遍下車

ま た は 京阪電車出 町柳下車

間 合 先

交通機関

（大学院工学研究科）
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